






【目的】正常児では右室が肺循環を、左室が体循環を担っており,新生児期には,肺血管抵

抗が徐々に低下するため右室圧は低下する。大血管転位では,全身から右房に環流した静脈

血は右室を経由して全身に拍出され,肺から左房に環流した動脈血は左室から再び肺に拍

出される。すなわち本来肺循環を担うべき右室が体循環を,体循環を担うべき左室が肺循環

を担当している。このため肺血管抵抗の減少により左室の後負荷が軽減することに適応し

て,左室の仕事量の低下,心筋重量の減少という一種の disuse atrophy が認められる。この

disuse atrophy のために,新生児期以降に大血管転位に対して arterial switch operation

を施行すると,それまで後負荷の少なかった左室が術後には全身に血液を拍出しなければ

ならず,十分な output を得られないことがある。以上の点について 1.この左室の後負荷の

減少に対する適応,2.disuse atrophy の起きた症例に後負荷を手術的に作成したとき左室

の適応,を検討した。 


